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１. まえがき 

現在の木曽川筋は，天正 14(1586)年に大洪水が発生し，旧各務郡前渡村(各務原市)以西の河道が変わり現

在に至っている．慶長 14(1609)年左岸に強大な「御囲堤」が築造され，右岸美濃側にも堤防整備が行われ，

これに伴って猿尾が多数設置された．木曽川上流部では，1602~1884 年の 282 年間に洪水 77 回と破堤が 35

回発生し，大きな被害が生じた．その度毎に堤防，猿尾などの河川施設が復旧・補修されてきた．これらの猿

尾に注目して河道特性との関連を史実に基づいた研究は殆ど行われていない．本報では，江戸時代(1603~1868

年の 265 年間)に設置された猿尾に着目して，猿尾の設置と河道特性との関連，および破堤防止効果について

考察を加えた．  

2. 対象地域 

研究の対象地域は，図１に示す岐阜県羽島郡笠松町～愛知県丹羽郡扶桑町の河口より 40～56 ㎞の区間（木

曽川上流部）とした．木曽川は流域面積 5,275km2を有し，上流域は木曽ひのきの原生林となっていた．この

原生林は尾張藩が支配していたが，樹木乱伐が進み山林が荒廃した．山地の地質は崩れやすい風化岩で，多発

した洪水時には多量の土砂が河川に供給され，犬山下流の扇状地まで運ばれて堆積し破堤原因の一つと考え

られている． 

3. 猿尾の概要と破堤履歴 

 江戸時代に設置された猿尾は，現在も水制の機能を持っ

ている．図 1 にまとめてある猿尾は，猿の尾のように細長

い小堤を堤防から突き出して設置して水勢を弱めようとす

るものである． 

1602～1884 年間について，対象地域の洪水・破堤の発生

状況を「岐阜県災異誌」1)に基づいて調べた．その結果，右

岸の破堤発生は 282 年間に 35 回であるが，同一年に複数村

で破堤した場合，加算して表すと延 42 箇所で破堤している． 

しかし，御囲堤と呼ばれた左岸は無破堤であった．これらの村別の 

破堤数を図 1 の中に棒グラフの高さで示してある．この図から江川 

村，米野村，および前渡村は破堤数が多く，それぞれ 6, 7, および 

13 箇所である．                    

4. 河道特性との関連 

猿尾と河道特性との関連を明らかにするため，図 2 の平面図に示す 

Ａ－Ａ断面における猿尾の地盤標高と天端高(h)，洪水位(H)，および潜 

水深（⊿h）を調べた．図 3 には各諸量の関係が示してある．各猿尾の

地盤と天端の標高は平成 29 年 1 月に行った現地調査結果である．さ

らに，洪水位は，江戸～明治期の洪水記録 2)と，大正 10 年上流改修工

事の計画高水水深を検討し，猿尾位置の洪水位は大正 10 年の計画高

水位を用いた．急流河川で破堤防止を目的とする猿尾の天端は，洪水

から堤防を護るため高く築造される．猿尾の地盤標高と天端高，およ 

び洪水位について河川縦断方向（下流から上流）の関係が図 4 に示し 

てある．この図から猿尾の天端標高と洪水位から潜水深⊿h を算出する 

図１ 研究対象地域と猿尾および村別破堤回数 

図 2 猿尾平面図 

図 3 猿尾の諸元図 
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と，江川猿尾位置で 2.0m，加納猿尾で 0m となっている． 

加納猿尾より上流部の猿尾天端は洪水位より 0.5～2.1m 高

くなっている．洪水の水面勾配が加納猿尾下流部の 1/840

から上流では 1/410 の急流部に変わるので，洪水流速が約

1.5 倍となる．上流部の猿尾は下流部よりも高く設置され 

ていたといえよう．さらに，猿尾の形状として，長さと天

端の縦断勾配，および突出率（ℓ/W）を調べた．これらは場

所により差異があり，長さ：70～1,000m，勾配：1/30～1/300，

突出率：4～38％で，設置に当たり二重堤防としての役割，

水衝部，および背後の地目や住居を考慮されたものと考え

られる． 

5. 構造 

猿尾ののり面勾配は，猿尾高が 5m 未満では 35 度，5m

を越えると 30 度であった．また，被覆石径は猿尾高が高

くなると 25 ㎝から最大径 40 ㎝となる． 

6. 破堤防止効果 

 猿尾の設置による破堤防止効果を調べるために，猿尾の

浸水比：Ｈ/ｈと破堤件数との関係が図 5 に示してある．

この図から，浸水比 1.0 以下では無破堤あったことがわか

る．横手堤猿尾は，Ｈ/ｈが 1.3 であるが，幕末と明治初 

期以降の治水工事による堤防補強と，上流域の砂防工事に

よって洪水量が減少したことにより無破堤になったもの

と推測する．さらに，猿尾と破堤との関係を検討するため，

洪水・破堤の発生と，猿尾の設置と補修の時期を経年的に

整理した結果を図 6 にまとめた．この図では洪水発生と破

堤をそれぞれ「◇」印と「I」印で示した．猿尾の設置と補

修を「●」印と「〇」印で示した．この図から，猿尾の設

置と補修は洪水と破堤の発生頻度が高い時期に行われてい 

たことがわかる．さらに，対象期間における年平均破堤発生率 12％

(1/8.3 回/年)に対し，補修が 7 度実施された 1706 年迄の破堤発生率は 17％(1/5.9 回/年)と高頻度であるが，以

降は 9％（1/11.1 回/年）となって約 1/2 に減少した．また，1714～1764 年の 50 年間は無破堤，1766 年の補

修以降～1796 年の 28 年間と 1799～1850 年の 51 年間は各々1 回の破堤となっている． 

7. まとめ 

1) 猿尾高の浸水比は 0.42～1.4 であった．この値が 1.0 以下では無破堤であった． 

2) 猿尾ののり面勾配は高さ 5m 以下では 35 度，これより高いと 30 度になっている．被覆石径は猿尾高さに

比例して 25 ㎝から最大 40 ㎝に大きくなっていた． 

3) 洪水の発生頻度が高い期間，1602～1660 年，1761～1800 年，1851～1890 年に，猿尾の設置と補修が行

われている． 
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図 4 猿尾と地盤・天端標高，洪水位 

図 5 浸水比と破堤の関係 

図 6 洪水・破堤と猿尾の補修状況 
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図 4 猿尾と地盤・天端標高，洪水位 

図 5 浸水比と破堤の関係 
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